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議席番号 氏 名

ＮＯ．４ 質問事項・要旨及び答弁者

１ 平 野 武 志

１．ふるさとサポーター制度の企画充実に向けて 町 長

上記の制度は、平成２８年度からスタートしました。制度の趣旨に

ついては、素晴らしい取り組みであると思いますが、内容については

成熟度が不足していると感じます。

そこで、現在のサポーターの登録者数と、具体的な取り組み、企画

の内容等をお知らせください。また登録者のメリットについては、ど

のようなことが想定されるのかもお知らせください。

上記質問の回答を踏まえ、下記の項目を提案いたしますので、町長

の見解を伺います。

①任期の自動更新

②町職員で町外在住の方は自動登録（制度のスタッフとしても担当）

③町外から木古内町内へ通勤している方々への積極的な登録要請

④将来を見据え、未成年者の自動登録（保護者と本人の許可確認）

⑤１年に１回はおもてなし懇親会の開催

⑥登録者のふるさと納税については特典を付与する

⑦都府県での移住ＰＲ事業や物産展等の応援や手伝いの方には、報

酬を支給する

⑧札幌木古内会、東京木古内会との合併

２.義務教育期間の保護者負担全額免除について 町 長

教育長

高齢化率が５０％を超えている当町において、人口減少対策は最重

要課題であり、移住・定住の政策も取り組んではいますが、目標値に

は届いていません。

高齢者を守る観点から子育て世代の増加・維持に更なる力を入れて

ほしいと思います。そこで、移住（マイホーム取得や引っ越し）を検

討するにあたり、子育て環境の充実は大きな選択の要素にもなること

から下記についてお聞きします。

（１）義務教育期間内で、学校関係の保護者負担の項目と金額をお知

らせください

（２）表題についての見解をお聞かせください
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３.自然体験教育活動の拡大について 教育長

自然の充実をＰＲする当町でありますが、多くの児童・生徒はその

実態把握・体験をしないまま、進学や就職で当町から巣立っていきま

す。

自然体験活動は、現代の高度なＩＴ社会とは正反対かもしれません

が、心身を育む大切な教育であると考えます。

具体的には、登山や山菜採り、漁業体験や釣り・長磯体験。農作業

を通じて、動物・植物・昆虫とのふれあい等、すぐ目の前で体験でき

ることが山ほどあります。

これらを当町独自の教育プログラムに取り入れることで、生徒・児

童の成長を増進させ立派な大人に、そして愛郷心を増長させて巣立っ

てくれると思いますが、教育長の考えをお聞きします。


